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みなさんはこれまでどんな旅をしてきた
のですか？酒井
　
　私は、旅というより「放浪」だった、
と感じています。はじめにできるだけ北の方に飛び、それからインドまで地元の交通手段を使いながら陸路で移動し した。この放浪を一言で言うと、 「生活空間のなかを移動した」 、 思っ す。
私は旅が好きだったというより、もとも
となにか自分のテーマ 沿って人 会い、話を聞いては形にする、というのが好きでした。その舞台を、海外にしよ と思い立ってバングラデシュなど 行っている ちに、
もっといろいろな国を訪れたいと思うようになりました。大口
　
　私が初めて海外旅行に行ったのは五
歳のときです。親に連れられてインドネシアに行きました。高校までは家族旅行が多かったです。大学に入 てからは、留学している友人 ころに向かうのを目的に、オーストリ からチェコ、ポーランド、リトアニア、ラトビア、エストニアとまわりました。旅のきっかけはあまりはっきりていないのですが、小さいころから海外へ行くのが当 り前という感じでした。長瀬
　
　僕は、内モンゴル自治区のフフホト
に留学していました。その留学が終わり、日本 帰国するまでの間に、 先のフフホトから、シルクロード東端の西安へ、それからウルムチ、カザフスタン、ウズベキスタン、アゼ バイジャン、そしてトルコに行きました。時間の制約があっ のでローマまでは行けず、 ってき
僕は、旅行そのものよりも人と話すのが
好きなので、外大で勉強した言語を携えて海外へ赴き現地の人と仲良くなる、というのが目的でした。そこでキレイな人とツーショット写真を撮りたい。これが僕の一番の目標でした
（笑）
。
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旅をこよなく愛する四人の外大生が集まり、その魅力、目的、想い出について熱く語りました。彼らはなぜ旅に出たのか？
　そこで目にしたもの、
感じたこととは？
　旅好きの人だけでなく、これから旅に出ようと考えて
いる人も必読です。そ て読み終わったら、いざ旅へ！
聞き手
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福田
　
　僕は、九ヶ月間で世界を一周しまし
た。南米、西アフリカ、ヨーロッパ、中東、インド、台湾をまわりました。これまで一八年間、群馬県という陸の孤島
（笑）
みた
いなところで隔離されて育った で、飛行機に乗ったのは大学二年のときにカンボジアに行ったのが初めてでした。そのとき一番衝撃を受け 、飛行機の窓から見下ろした雲でした。雲は れまでずっと自分の上にあった。それが一歩外に出るだけでこんなにも見え方が違うのだと感動しま
こうしたことをきっかけに、自分の世界
観のようなものをも と大きくはできないだろうかと思い、旅 出てみようと考えるようになりました。―
印象に残っているエピソードはあります
か？福田
　
　もっとも印象に残っている場所は、
西アフリカのモーリタニアです。あそこはこれまで自分が持っていた想像力の外側にある場所でした。そうい 意味でとても印象に残っていますね こで出会ったモーリタニア人と話をしていて、すごく衝撃的だった一言が「僕らの人生の生きる目的ってさ、やっぱり信仰だよね」でした。でも、よくよく考えてみるとそ は彼らにとっては当たり前なんですよね。宗教というもの
が自分たちの行動や考えの大前提としてあるからこそ、 「信仰が人生の全て」だ 言えるわけです。僕にしてみたらまったく理解できないんですけど、彼らにしてみ ら、信仰心のない僕の とこそ理解不能だろうと思います。
モーリタニアは砂漠なので、すぐそこに
死が迫っています。生と死 距離感についてもとても考えさせられました。わずか一ヶ月の滞在でしたが、あの一ヶ月は本当に濃かったです。酒井
　
　日本にいるとき、生きている人間が
あまり生々しく感じられないな、とどこかで私は感じていました まわりは人工的なものばかりで、そのなかをキレイに、はみださないように、上手にルーティンをこしているだけの日々……。コレって生きてるってことな ？
　と、どこかで思ってい
ました。それがバングラデシュやインドに行くと、元気になって帰ってこれるんです。きっと海外を放浪することによって 何かを思い出せるから元気になれるのだと思います。たぶんそれが人間のナマの姿なのかな、と。大口
　
　私の印象に残っているのはイランで
した。ちょうどイラク戦争が終わった一年後くらいでしたので、あのあたりはまだゴ
チャゴチャしていて、イスラム圏でもあるし、イラクの隣だし、怖いな、と思っていました。けれども実際は 人なつっこい人たちばかりで驚きました。歩いていたら気軽に話しかけてくれます。どこに行っても日本人というだけ 「ジャポン、ジャポン」と言われて
（笑）
。それで、偏見を持っちゃ
いけないなと感じました。人の温かさは外国ではどこでも す。長瀬
　
　僕は安全面にものすごくシビアだっ
たので、行く前にか らず治安や宿泊先などについて情報を集めるよう していました。でも、情報を集める ってもなかなか難しくて、ネットの情報もあまり当てにならないですし よくわから 部分も多い。そういうとき 現地でよく人に話しかけて情報収集しまし 。僕以外にも多くのバックパッカーが て、僕と逆のコースを辿ってきた人とかによく話を聞きました。他にも、ビザや両替の問題もあっ 情報収集はずっと続けていましたね。それがまるでロールプレイングゲームをやって るみたい
（笑）
。ほとんど何もない状態からの
スタートで、ビザも情報も現地調達して進んでいく。それに 苦労しましたが、だからこそ楽しかった とも言えると思 ます。―
旅をすることによって価値観に変化はあ
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りましたか？福田
　
　変わったかどうかは分からないので
すが、人間としての幅は広がった、というのは間違いないです。ぼんやりとし ものですが、自分の かに何 種みたいなものは蒔かれたかな と う気はしています。
僕もやはり旅に出る前は、行けば自分が
変わる、成長 る と思って ました。けれども旅はあくまでも日常の延長線上で、そこに生きているのは、自分じゃか。だから環境が変わって が二〇年余生きてきた価値観だとか、考え方 いうのはなかなか崩 ないん な、とあらためて感じました酒井
　
　成長したかと問われたら、私もあま
りしていないな、と感じています。むしろ結局どこに行っても 自分なりのやり方みたいなものは変わらないのだと。自分の欠点も変わらなければ、人と仲良くなるポイントも変わらない。私は親切 人を んとか見つけて、その人にお世話し らう、というパターンを繰り返 放浪して たのですが、よくよく考えると日本にいるきからそうでした
（笑）
。だから、誰が信用
できて、誰が信用できないかを見極める力はついたと思います。そういった意味では成長したのかもしれません。
でも、放浪から帰ってきて変化したこと
といえば、何が正しいか分からなくなってしまった、ということです。いろいろな場所でさ ざまな価値観に触れたので、日本に帰ってきてから何もかもが不確 なものに思えて、地に足がつかない感じになってしまったのだと思います。大口
　
　価値観が変わったという感じはあま
りしていません。けれど、ヨーロッパ縦断旅行を たとき 、私は六ヶ国を回る計画をビッチリ立てて行っ んです。その計画通りに行動し 、次の国に行けた きは、ちょっと成長 かもな て思えました。自分は、もうちょっといける！
　と可
能性を感じることもあ ました。長瀬
　
　僕の旅は時間的な制約がかなりあっ
たので、一日に大使館を二つまわっ り一週間にビザを二つ取ったりして忙 くていたのですが、そのときにふ 一日というのは案外長いものなのだなぁ、と思いした。価値観が変わったというより そのことに気がつくことができ んです。福田
　
　旅の最中、かなりよく歩いていまし
た。そのときに、街の路面電車に一〇分乗るくらいなら、三〇分かけて歩いて、浮いたお金で美味しいもの食べるわ！
　とよく
思っていました
（笑）
。
そのほかには、スペインに行ったときな
のですが、五〇〇キロくらいの「サンティアゴ・デ・コンポステーラの巡礼路」を歩いました。一日に三、 四〇キロ歩いていたのですが、そ ときに一時間歩くと四キロなんだ、といった身体感覚を身につけることができました。大口
　
　歩いた方が、身体的にも視覚的にもそ
の国のことをいろ ろと感じられますよね。福田
　
　街の輪郭を肌でつかめますよね。
酒井
　
　私も地図を見ただけで、この距離や
標高だったらこれくらいの時間歩いて、これくらい疲れて、 ろなものが変化するだろうな、ということが身体感覚で分かるようになりました。―
旅に関するおすすめの本はありますか？
長瀬
　
　ゼロからのスタートだったので、本
は何も持っていなかったのですが、旅の途中で知り合ったバックパッカーから『ロンリープラネット』をもらったんですね。それから旅が格段に楽になりまし 。 『ロンリープラネット』はバックパ カーの聖書みたいなもので、あれを参照して旅すると、だいたいみんな同じ宿に泊まるんですよ（笑）
。ですから、あの本のおかげで世界のい
ろいろな旅人と出会えましたね。福田
　
　岩本悠の『流学日記
―
20の国を流
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れたハタチの学生』
（幻冬舎文庫）
という本を
読んで、世界一周という選択肢が自分のなかに生まれました。二〇歳の学生が世界一周するなかで喜んだり苦悩する様子が、とても生き生きと書いてある本で 。あと、チェ・ゲバラの『モーターサイクル・ダイアリーズ』
（棚橋加奈江訳、角川文庫）
ですかね。
この二冊を読んで、旅ってい な、と感じました。酒井
　
　私は、旅に行く前に放浪記をかなり
読みました。ポール・セローの『ゴースト・トレインは東の星へ』
（西田英恵訳、講談社）
と
いう本とか。あとは日本で昔放浪していた金子光晴や開高健、沢木耕太郎など 一通り読んで、彼らはどんな風に人と関わってどこに関心を持ちながら旅してるのかという視点を、自分にいっぱい取り入れ ようにしていました。ゼミで移民の研究をしていたので、野村進の『アジア定住』
（講談社プ
ラスアルファ文庫）
という世界各地に住む日本
人についてのルポを持って、実際にそこを訪れたりもしました。大口
　
　私は人にすすめられた本で、五木寛
之の『青年は荒野をめざす』
（文春文庫）
を
読んで、私がこれまで きた旅とは異なる旅の流儀があるのかな、と考えるようになりました。ロシアに留学していたときに、
日本の好きな本やおすすめの作家を頻繁に聞かれて、その質問に言葉が詰まってしまったのが恥ずかしくて、日本に帰ってきてから本を読みあさるようになりました。―
最後に新入生に一言お願いします。
酒井
　
　旅を通して何かを理解したり、スキ
ルを身につけようとするのではなくて、トイレがどんな臭いなのかとか、人がどんな顔をしてご飯を食べ、どんな身振りで話すのかなど、そういったもの たくさん見聞きし、感じることが大切です。先ほど福田くんも言っていました 、それが種みたいなものになって、いつか花開きます。だから、「成長しなきゃ」と焦ったり、旅に何か意味を見いだそうとしなく も い。旅で得たいろいろな経験が、ゆ り自分の身体のなかに染みわたっていけば、それだけで い。大口
　
　外大には留学する人が多いので、そ
の友達に会 に行く名目でも とりあえずいろいろなところ ってみたらいいと思います。自分が留学しようと考え る国でも いし、その留学を軸にしてまわってみるのもい とにかく、偏見を持 ずに、日本とは違う ろいろな価値観に触れてみること。自分の考え方やその国の 方が、変わると思います。長瀬
　
　グローバル化とか国際交流とよく言
われますが、その本質を理解するには、英語だけではダメだと思います。旅行先の現地の人と会話ができるように「英語を頑張らないと」 普通は考えます。けれども外大生だったら、せっかくいろいろな言語が学べる環境にいるので、英語ではなく、むしろ旅で赴く場所 言語を勉強してほしいと思います。その方が絶対に楽しい す 、現地で得るものも大き はずです。福田
　
　道中、旅は自分との「再会」の場所だ、
と思ったこ がありました。自分が見、聞き、話したこと、あるいは感じたことの一つひとつが、じつは自分自身なのではないか、 。僕と同じ旅は、きっと酒井さんや 口さんや長瀬くんにはできないだろう 、みんなが経験した旅も僕にはできません。人間がそれぞれ唯一無二なように、 ぶん旅も唯一無二だと思います。旅をすることによって、知らなかった等身大の自分と出会える瞬間がありました。その き ってすごくシンプルで、 「これは新しい自分だ」歓喜したりもするのですが、じつは新しいわけじゃなくて、忘れかけてい 自分なかもしれません。そういういう意味で、 「再会」と感じたのだと思います。新入生にもいろいろ旅をして、自分と「再会」 ほしい、と思います。
　　　　　　　　　
（終）
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